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インデックスに戻る

１３． 平面ベクトル

１３－１． ベクトルの定義と演算

１３－１－３．ベクトルの成分

１３－１－３－２．和・差・実数倍の成分

 21 , aaa  、  21 ,bbb  とし、 k を実数とする。基本ベクトル 1e 、 2e を用ると

2211 eaeaa  、 2211 ebebb 

と表すことができるから、

    222111 ebaebaba 

    222111 ebaebaba 

2211 ekaekaak 

が成り立つ。よって、ベクトルの和、差、実数倍の成分表示は次のようになる。

ベクトルの和、差、実数倍の成分表示

     22112121 ,,, bababbaa 
     22112121 ,,, bababbaa 
   2121 ,, kakaaak 

（例）

 3,1a 、  5,2 b のとき

     2,35,23,1  ba

     8,15,23,1  ba

   6,23,122 a
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（例）

 1,2a 、  2,3b 、  5,5p のとき、 btasp  を満たす実数 s 、 t を求めよう。

         tststtsstsbtas 2,322,3,22,31,2 

より、
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この連立方程式を解いて

5s 、 5t

（例）

 3,6a 、  sb ,4 が平行になるときの、実数 s の値を求めよう。a とb が平行である

ための条件は

akb  （ k は実数）

と表せることである。

   3,6,4 ks 
   kks 3,6,4 

よって
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この連立方程式を解くと

3
2

k 、 2s

したがって、 a とb が平行であるときの s の値は

2s
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